
市民のみなさまへ 

 

岡山市浸水対策基本計画（改訂案）に関するパブリックコメントの結果につい

て 

 

 

 標記の浸水対策基本計画の改訂案についてパブリックコメントを実施した結

果は下記のとおりです。いただいたご意見につきましては、今後の参考とさせ

ていただきます。貴重なご意見ありがとうございました。 

 

記 

 

１．意見募集の概要 

 （１）意見募集期間 

    平成 31 年 1 月 10 日（木）から平成 31 年 2 月 8 日（金）まで 

 

 （２）基本計画素案の閲覧場所 

   ・下水道河川計画課（市役所分庁舎 5 階） 

   ・情報公開室（市役所本庁舎 2 階） 

   ・各区役所（総務・地域振興課）、各支所（総務民生課）、各地域センター 

   ・本市ホームページ 

 

 （３）提出方法 

    電子メール、ファクシミリ、郵送又は直接持参 

 

 （４）提出先 

    岡山市下水道河川局下水道河川計画課 

 

２．意見募集の結果 

 （１）意見提出者数  ６名 

 

 （２）意見数     ２３件 

     

  ※複数にわたるご意見をいただいているため、意見提出者数と意見数は一致

していません。 

 

３．意見の概要と意見に対する市の考え方 

  別紙のとおり 

 

 



意見の概要と意見に対する市の考え方 

 

№ 意見の概要 本市の考え方 

1-1 農林排水機場の電気設備は、河川が氾

濫した時に浸水しない設計になって

いるか。また、運転員が到着または遅

れた時は大丈夫か。 

市内の農業用を含む排水機場の多くは、

河川氾濫等の外水災害時に完全に浸水被

害を防げるような設計にはなっていませ

ん。 

河川が氾濫するような事態を避けること

が第一ではありますが、7 月豪雨災害な

どを教訓に、排水機場の浸水対策や運転

員の安全対策等の検討を行ってまいりま

す。 

 

1-2 高松地区の農林排水機場のポンプ排

水量にもっと余裕を持たせ、足守川の

水位を見ながら運転を調整できる様

にしてほしい。足守川の整備計画を早

めてほしい。 

農業用排水機場の排水機能の強化につき

ましては、その設置目的等から困難です

が、別途対策を考慮し検討する必要があ

ると考えます。一方で、河川水位の関係

で現状の機場能力を最大限発揮出来てい

ない状況であることから、県に足守川等

の整備促進を要望してまいります。 

 

1-3 市民が知ることのできる情報量が少

なく、急な避難指示等の理由が納得で

きず、どう動けば良いか判断できませ

んでした。パソコンやスマホを誰もが

使いこなしているわけで無いため、テ

レビのデータ放送を改良して現状を

理解できる様にしてほしい。 

 

岡山市浸水対策行動計画において、気象

情報や水位情報など避難判断に必要な情

報提供の改善を行っていくこととしてい

ます。また、データ放送の改良に関して

は、放送局等へ要望をしてまいります。 

1-4 土木・建築・電気設備の設計チーム中

には、各地区出身の職員が一人／地区

はいる（特に土木）体制で計画を進め

てほしい。 

設計にあたっては、地域の実情や地元の

意見を十分反映させて進めてまいりま

す。 

 

1-5 今までのパブリックコメントを見て

いると計画（案）を作成した人が募

集・検討を行っており、たいがいの意

見ははじかれている。他の人が意見の

どの部分を採用するかを検討すべき。 

ご提案いただいたパブリックコメントに

ついては、学識経験者など第三者の意見

を聞きながら本計画に反映させていただ

きます。 

 

 



2-1 「4-5-1 市・市民・事業者の役割分担」

について、それぞれの役割分担につい

ては今回の被害等を踏まえて一層踏

み込んだ内容を期待する。 

本基本計画の改訂に伴い、具体的な施策

を記載した行動計画も改訂予定で、行動

計画の中では役割分担や今後の計画等を

さらに分かりやすく、明確にしてまいり

ます。 

 

2-2 浸水対策については、財政的な制約等

もあることからもっと IoT や AI を活

用したソフトやハード対策をお願い

したい。 

 

今後、技術開発の動向や他都市の先進事

例を注視し、先端技術の採用を検討して

まいります。 

 

3-1 豪雨が予想される場合の農業用水の

あるべき水位を検証し、近年の気象状

況にあった水位調整が実施されるよ

う強く関係各所へ申し入れるべきで

ある。 

予測可能な豪雨における用水路の事前水

位調整について、引き続き地元水利権者

を始めとする関係者との調整を行ってま

いります。 

3-2 「岡山市浸水対策基本計画」が多くの

市民に周知されるよう徹底し、平成 30 

年７月豪雨を経験した今こそ、市民の

浸水対策への関心を深め、「自助」「共

助」をより強く求めるべきである。 

ハザードマップの充実等、市民の防災に

関する意識向上やいざというときの避難

行動等に効果的な防災情報を発信し、市

民自らによる自助・共助の必要性が十分

に認識されるよう努めてまいります。 

 

4-1 迅速で正確な情報把握、検証時のデー

タ採取、安全な避難を目的とした主要

農業用水へのオンライン水位計を整

備してほしい。 

浸水時の迅速で正確な情報把握を行うこ

とは重要であり、浸水対策上必要な箇所

への情報収集機器の設置について検討し

てまいりたいと考えています。 

 

4-2 団地には高齢者世帯が増加している

ため、浸水計を整備して用水の水位状

況を迅速に把握し、IT 等により省力化

した水門の迅速管理へ発展してゆく

ことを切に要望する。 

浸水時の迅速で正確な情報把握を行うこ

とは重要であり、浸水対策上必要な箇所

への情報収集機器の設置を検討してまい

りたいと考えております。 

また、今後技術開発の動向や他都市の先

進事例を注視してまいります。 

 

5-1 本計画の策定にあたり、町内会等で取

り組むことができる内容をもう少し

具体的に記載してほしい。 

本基本計画の改訂に伴い、具体的な施策

を記載した行動計画も改訂予定で、行動

計画の中では役割分担や今後の計画等を

さらに分かりやすく、明確にしてまいり

ます。 

 



5-2 10 台前後の車が土嚢の回収に使用可

能で、備蓄用のプレハブ倉庫が設置で

き、広域の避難場所へ高齢者等を輸送

する起点として利用可能な市有地等

があれば、町内会に貸し付けることが

できるような仕組みを期待している。 

全ての町内会に土のう配布等の用地を市

で確保することは困難なことから、町内

会において用地の確保をお願いします。

ただし、今後の使用目的が定まっていな

い未利用の市有地がある場合は、個別に

ご相談ください。 

 

 

6-1 当内尾地区の浸水被害の主原因とな

る内水氾濫は、有効な対策が打たれて

いない為、繰り返し発生しかつ深刻化

している。どのような原則的な対策

（河川、下水道、その他、ソフト対策）

も、対象エリアと具体的な対策が関連

付けして実施するからこそ、評価・見

直しできるのであるから、基本計画書

には行動計画書への落し込みをどの

ようにするか決めておかなければな

らないと考える。従って、まずは ≪

すべての浸水被害発生場所に対して、

原因調査と有効な対策は何か、につい

て検証・検討する。有効な対策につい

て、必要な費用・必要な時間を考慮し、

適切な対策を選択実施する。≫ことを

基本方針とすべきである。｛4-1 基本的

な考え方｝ 

 

ご意見につきましては、修文の参考にさ

せていただきます。 

 

【修文案】 

４－１基本的な考え方 

・・・。 

そこで、浸水被害の発生状況やその原

因、財政状況、既存施設の能力、都市開

発の動向等を考慮し、ハード対策、ソフ

ト対策を含めた総合的な浸水対策によ

り、段階的に整備水準を・・・ 

6-2 さまざまな一般論的対策が立案されて

いるが、列挙しているだけでは、真に

有効ではない。それぞれの地区に発生

した浸水状況の検証を行い、適切な対

策を採用することが重要である。前項

のとおり、≪当該住民に適切な対策を

知らしめ、かつ理解を得て、必要な市

と住民の役割の協働・分担を決めて実

施していく。≫以上を記されたい。｛4-5 

浸水対策のあり方｝ 

 

 

 

本基本計画の改訂に伴い、具体的な施策

を記載した行動計画も改訂予定で、行動

計画の中では役割分担や今後の計画等を

さらに分かりやすく、明確にしてまいり

ます。 

 

 



6-3 降雨規模を、時間当たりの降雨量だけ

で考えるのは、過去例から考えて、適

切でない。もっと小さい時間降雨量で

あっても、≪24 時間雨量、48 時間雨

量がそれぞれ、有る数値を越えた場合

（例えばｘｘ㎜とｙｙ㎜）にも、それ

も対象とする。≫と考える。過去例を 

10 年と言わず、昭和時代にまで遡れ

ば、72 時間雨量をも検討する余地は

有る。｛4-2 対象とする降雨規模｝ 

浸水対策レベルの目安として、対象とす

る時間降雨を記載していますが、この度

の平成30年7月豪雨のような時間降雨は

小さいが継続時間が長い降雨に対しても

流域対策等を含めて検討してまいりま

す。 

 

 

 

 

 

6-4 妹尾川芳とう園横の興除用水が運んだ

雨水は、足守川からの取水を止めてい

ると聞いたにも拘わらず、想像を超え

る水量が継続していたことから、倉敷

方面（東六間川等）からの放流があっ

たとの意見が多い。これが既定の事実

であるなら、≪関係市町村に対し、興

除用水への放流抑制することを前提

に、倉敷川への放流を促進させる調

整・連携が必要≫と考える。｛3-1 河川

整備｝と｛3-3 排水施設の管理｝ 

 

 

 

水位調整については、関係市や地元水利

関係者との連携を深めていくことが重要

であると考えています。また、県に対し

用水から河川へ円滑に排水が行えるよ

う、河川改修の早期整備を要望してまい

ります。 

 

 

 

 

6-5 P19 に「事前水位調整は･･(省略)･･水

位低下まで時間がかかるため集中豪雨

には対応できない」とあるが、大雨に

関する気象情報を前日には予め入手で

きるので、事前水位調整を開始する事

はできると考える。当然専門的見地か

ら、どの程度の水量を流せば、水位調

整が何時間で完了するか、計算値を農

業関係者等に示すのが必要なことと思

う。以上から、≪大雨（集中豪雨）に

は、きめ細かい事前の活動及び早期の

樋門操作等により対応する事が必要で

ある。≫と記されたい。｛3-3 排水施設

の管理｝ 

 

岡山市浸水対策行動計画において、既存

排水施設の機能・操作性向上や関係者と

の連携を引き続き強化していくこととし

ています。 

 

 

 

 



6-6 事前の水位調整であるが、当内尾地区

の排水生命線である、丙川（過去妹尾

川へも排水していたが、現在は不透明

と聞く）は県の排水機場であり、用水

路の水位調整は、市の委託により農業

関係者が行っていると聞いている。当

地でも事前の水位調整が行われている

と聞いているが、情報を伝達するシス

テムは、精緻に構築されているか？ 水

位調整を実施するタイミングは十分早

いか、人手は足りているか、事前水位

調整量は明確か等、問題が多いのでは

ないか？ そこで、ソフト・体制面の強

化として、以下をコメントする。≪岡

山市は、県との連携も含め、専門的見

地及び行政的見地から、関係者に対し

指導・助言を行い、水位調整の実施状

況を把握する事を務める。≫と記され

たい。｛3-3 排水施設の管理｝ 

岡山市浸水対策行動計画において、県と

の連携や状況把握など強化していくこと

としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6-7 事前水位調整の継続・拡充とあるが、

このままの施策では、7 月豪雨レベル

の大雨時、浸水被害が再発するので、

≪事前水位調整の継続・拡充をより一

層推進する≫と記されたい｛3-6 浸水

対策の方向性｝ 

岡山市浸水対策行動計画において、その

他の各種対策と併せて、引き続き水位調

整の推進にも取り組んでいくこととして

います。 

6-8 当内尾地区は、平成 30 年 7 月豪雨で

の浸水地域として朱塗りされている

（P11 参照）が、｛5-1-2 下水道整備の

推進｝では、対象となる地区名として

挙がっていない。又下水道整備を進め

る区域（青色）にも含まれていないこ

とから、浸水常襲地区としても認識さ

れていないと推測できるのは、真に遺

憾。従って、横井、津島地区同様、≪

内尾地区（宇野線北側地区）も今後の

整備方針を検討します。≫と記された

い。｛5-1-2 下水道整備の推進｝ 

私見であるが、興除用水（通称妹尾川）

に底樋を付け当地区の排水を妹尾排水

区へ連絡することは可能ではないか。 

重点地区以外の浸水常襲地区において

は、一般市街地として河川・下水道整備

と流域対策を合わせることでおおむね10

年に 1 度程度の降雨に対し浸水被害を極

力防止することとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



6-9 当地区は、まず道路が冠水して道路機

能が失われ、その後、何の情報も得る

ことなく、床下浸水へと推移している。

その後、突然に避難勧告（H23）、避難

指示（H30）が出されたことから、避

難準備する余裕がなく、苦慮している。

興除用水の大用水への分岐点付近に、

水位計を設置し、関係住民が最低限個

人レベルとして知りえる情報として、

簡便となる SNS 等で“水位値”を提

供してもらいたい。妹尾崎泉水樋門付

近に水位計を設置していると聞いてい

るので、併せて提供してもらえば、信

頼度がさらに向上する。≪地域が必要

とする水位等の情報を積極的に提供す

る。≫と明記されたい。｛5-4 避難対策｝ 

岡山市浸水対策行動計画において、気象

情報や水位情報など避難判断に必要な情

報提供の改善を行っていくこととしてい

ます。 

 

6-10 P26 にある「豪雨が予想される場合に

限り、あらかじめ水量を調整する事

で ･･(以下略)」とあるが、これは誤解

される表現ではないか？ 豪雨という

言葉の用法は、大雨の結果、災害が発

生した時、豪雨と言ったりする場合が

多いので、大雨の方が適切ではないか。 

 

「豪雨が予想される場合」とは「大雨に

より災害が予想される場合」にあたるも

のと考えています。 

 


